
 

 

 

 

勝負の夏 
３学年副担任 貫原 清恵 

ある夏の日、新聞を読んでいたときに広告の束の間から大きな文字で「勝負の夏」という言葉がはみ出して

いた。それを見たとき十数年前の自分の姿が蘇ってきた。それは、英語教育をより専門的に学ぶため、大学院

への入学を目指していたイギリスでの2か月間のことである。 

渡英以前より日本で1年間の留学準備期間を設けて毎日一生懸命勉強していた。それにもかかわらず、入学

資格試験の点数は伸び悩み、願書提出の締め切りが近くなっても合格点には届かないままだった。そこで、以

前連絡を取ったことのある大学側の留学担当者にメールを出し、試験の点数と英語の資格や経験を伝え、相談

をすることにした。程なくして返事がきて、条件が出されていた。イギリスの大学の夏期英語講座を１か月、

その後大学準備コースを1か月受け、その終了後、英語教育科の主任教授と面接をして入学に値するかどうか

決めてもらうというものだった。このようなチャンスは二度とないと思い、その条件を受け入れることを決心

した。 

夏期英語講座は少し気軽な雰囲気が漂っていた。大学入学試験を受けるための人や、夏休みに数週間だけ英

語を学び、観光も楽しむという人、様々な人種のいろいろな立場の人が集まっていた。それに対して大学準備

コースは大学や大学院に入学が決まっている人だけで構成され、授業の内容も本格的だった。英文法、英作文、

英語でのプレゼンテーション、1000語余りの論文等々、大学の授業にすぐに対応できるようなものばかりだっ

た。今まで経験したことのないような濃い授業だった。ついて行くのは大変だったが必死で頑張った。 

大学準備コースが終わりに近づき、いよいよ面接の日、かなり緊張して主任教授の研究室を訪れた。この大

学を選んだ理由や経験などを聞かれたかとは思うが、実際何を聞かれたのかは、今でははっきり覚えていない。

ただ自分の思いをそのときの英語力で精一杯伝えた。そして面接の最後は教授からの「英語教育の専門コース

の入学を認めるよ。」の言葉で終わった。それは、最高に幸せな瞬間で、それまでの努力が報われた時でもあっ

た。こうして私の「勝負の夏」は終わった。 

今振り返ってみると、自分を信じ、目標に向かって真摯に取り組むことで、チャンスが舞い込み、そのこと

が入学に導いてくれたように思う。チャンスは待っていても来るものではなく、目標に対して固い意志を持ち、

自ら行動を起こし、どれだけ本気で、どれだけ努力できるかで巡ってくる。そうすることで運をも味方にでき

ることができる。この夏、1、2年生のみなさんは部活動の大会へ向けての目標をもち、3年生のみなさんはオ

ープンハイスクールに参加し、その後、本格的に進路の選択をすることになるだろう。後悔のない選択をして

もらいたい。目標を決めたら、自分を信じ、強い心をもって、それに向かって最大限の努力をしてもらいたい。

そのことが自分の未来を切り開くことになるのだから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡市立国吉中学校 

第１学年 学年だより 

                          令和元年７月１日発行 

                                第 ４ 号 

７月１日（月）期末考査（理・英・国） 

 ２日（火） 〃  （社・音体） 

３日（水） 〃  （数・技家） 

部活動再開  

 １１日（木）小中合同特別支援学級お楽しみ会 

１３日（土）～１４日（日） 

県選手権大会（ソフトテニス） 

１７日（水）ネットトラブル防止教室 

１８日（木）球技大会 

１９日（金）終業式 給食終了 

２２日（月）・２３日（火） 

保護者会                                     

 ２７日（土）県民体育大会（バドミントン） 

       ジュニアオープンテニス大会 

２８日（日）県民体育大会（ソフトテニス） 

栄光の記録 

市写生大会 

準特選  立浪 華 

校内写生大会 

金賞   立浪 華 

銀賞   田中 心寧 

銅賞   土屋 柚乃 

地区大会（６月１５日、１６日） 

団体 ２位 ソフトテニス部 

 



生活ノートより 

・体育の持久走をあきらめずに走り抜きました。がんばって良かったです。 

・体育の持久走がとても疲れました。でもスポーツテストが全部終わったので良かったです。来年は今年の記 

録を抜かせるようにがんばりたいです。 

・バレーボールはいつもテレビで観ているだけだったけど、体育で実際にやってみるととても楽しかったで 

す。 

 

・理科の実験の準備に時間がかかったので、もっとス 

ムーズにやりたいです。 

・数学ではいつも分からないところは放っておくけど、 

今日は分からないところを聞けたので良かったです。 

・国語では序論と本論とまとめに分けることが難しかっ 

たけど、理由までしっかり考えました。 

・美術ではレタリングに何色を使うか決まってきたの 

で、完成するのが楽しみです。 

                         

・今日は部活動に真剣に取り組むことができました。 

 これをどんどん続けていき、はやく上手くなりたいで 

す。 

・小学６年生の部活動体験でした。約１年前、自分があ 

んな感じだったのがなつかしく感じました。中学校は 

小学校とはちがうことがたくさんあります。まだまだ 

これからできることを増やしていきたいです。 

 

・今日は、避難訓練がありました。とても真面目にでき 

たので良かったです。 

期末考査に向けて 

今年度から期末考査前の期間に行っている「ノーメディア週間」に、帰りの会後の４０分間に自主学習を行

う「学習強化週間」という取り組みを始めました。全員が静かに自主学習に取り組み、学級全体の学習する意

識が少しずつ高まっています。 

・課題が多くて大変ですが、一刻も早く課題を終わらせたいです。 

・テスト期間に入るので、メディアの時間を減らし学習の時間を多くしたいです。 

・中間テストでは少ししか勉強できなかったので、今度は分からないところをしっかり復習したいです。 

・ノートに分からない問題を書いて解けるようにする。 

・繰り返し問題を解く。 

・中間テストよりも点数が高くなるように１つ１つの勉強を工夫しながらする。 

 

ものづくり・デザイン科 

体育ではスポーツテスト
が終わりバレーボールの
授業が始まりました。 

授業にも部活動にも一生懸命 
取り組んでいます。 


